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第４２９号 

れい明 

新入学児童へランドセルカバーのプレゼント 

 １月２９日（金）に和田小学校にて交通安全協会

から新入学児童へランドセルカバーが贈られまし

た。 

行事予定（講座、グループ活動等） 

２月１６日～３月１５日（２月１日現在） 

〇３Ｓラーニング（16日、2日、9日） 

〇ランニングクラブ（20日、27日、6日、13日） 

〇ピンポンクラブ（20日、27日、6日、13日） 

〇豆腐づくり研究会（10日） 

〇ニューフェイスクラブ（4日、11日） 

☆放課後子ども教室（24日、12日） 

☆移動図書館やまびこ号（22日、6日） 

☆プロジェクトW（18日） 

☆関係人口ワークショップ（19日） 

☆和っ彩マルシェ、高瀬千石市（27日） 

 

和田地区の人口 

令和３年２月１日現在 

世 帯  ６０８世帯（－１） 

人 口  １，１８８人（－３） 

男     ５６３人（－３） 

女     ６２５人（±０） 

６５歳以上     ６２３人（－１） 

※（）内は対前月比 

 

モニターツアー開催延期のお知らせ 

 今年度、和田の里づくり推進協議会で取り組んで

いる関係人口事業の一環として、２月７日（日）に和

田地域の特産品である「和田丸太」を題材としたモ

ニターツアーを実施するため、先月のれい明にて参

加者を募集していましたが、現在山口県内で新型コ

ロナウイルスの感染が拡大しているため開催を見送

ることとなりました。 

 今回開催を見送ったモニターツアーについては来

年度に開催する予定です。日程等が決まり次第お

知らせしますのでよろしくお願いいたします。 

和田の里づくり推進協議会 

 

和田中学校閉校について 

 皆様ご存じかと思いますが、これまで７４年間続い

た和田中学校が令和３年３月３１日で閉校となりま

す。それに伴い、３月２７日（土）に和田中学校閉校

式が市教育委員会主催で開催されます。 

 また、閉校記念品として和田中学校の校歌をオル

ゴールにして１個２，０００円で予約販売しています。

お申込締切は１月１８日までとなっていましたが、２

月末まで申込みを受け付けます。（２月８日現在で

残り５４個） 

 ご予約がまだの方は故郷の思い出として是非お申

込みください。ご予約は和田中学校、和田支所、和

田市民センターのいずれかに現金を持ってお越しく

ださいますようお願いします。 

 



 

 長田町にお住まいの郷土史家徳王丸康夫様から、高瀬出身で初代山口町長を務め、高瀬に戻っ
て後は、農業、蚕業等を勧奨された松田敏樹様について、次の寄稿をいただきましたのでご紹介
します。 
 
【寄稿】  「雲谷庵復元の功労者・松田敏樹について」       長田町 徳王丸 康夫 
   （雲谷庵＝山口市天花、画聖・雪舟のアトリエ 代表作である国宝『四季山水図』を制作したといわれている） 

 

 昨秋、山口市歴史民俗資料館が主催する『雲谷庵展』、同時に県立美術館の『雪舟６００年展』もあり、
興味深く見学させてもらった。 

 私は数年前、大内文化探訪 会誌第２５号及び第２６号に接する機会があり、その目次、雪舟特集中、
小倉直方氏の「雲谷庵保存の努力＝蒙談１２号転載」の一文を大変興味深く読ませてもらったことがあ
る。 
 それは、松田敏樹という人物（初代山口町長）が、周南市出身ということもあるが、雲谷庵という室町時
代の遺跡を今日に繋いだ中心人物でありその功績に深く感銘した次第である。 
 松田敏樹は少年時代三田尻の越氏塾に学びのち赤川晩翠に師事し、詩文書道を学ぶ。安政４年萩明
倫館で修行中浦賀の警備番手に抜擢、その後も萩本藩の諸役を歴任。明治４年、山口県小属、同６年
には山口県大属に任じられ祖税課長、同１５年には初代赤間ヶ関区長（下関市）に転じ、現在の下関市
の基礎を築いた。 
 同２２年には市町村制施行による選挙により山口町の初代町長に選任されている。その縁により雲谷庵
復元に関わったものである。 

 
雲谷庵復元の道程（小倉直方氏の「雲谷庵保存の努力」＝蒙談１２号より） 
雲谷庵誌（近藤清石編）による。 

 
Step１  明治１７年（１８８４）雲谷庵再建発起者 吉田右一、笠井順八、松田敏樹、松原藤雄、矢野清

介、近藤清石らの６名により、拠金して用地を購入し一屋を建て、本庵の宝器を蒐集して、その一
式を近在の曹洞宗・俊龍寺に管理を委託した・・・とあり山口市の文化財保存の大きな第一歩とし
て歴史的な足跡が刻まれたものである。 

 

Step２  明治３８年（１９０８）、松田稔（和田村長）は、松田敏樹の死没に伴い、父 敏樹の遺志を継いで
山口に足を運び、山口市及び俊龍寺と保存の契約などを進めている。然しその後俊龍寺住職の

代替わりや、時代の激変に伴い、当初の志は忘れ去られ荒廃の一途を辿ることになる。 
 
Step３  昭和５７年（１９８２）この有様を憂いた大隅健一は有志と図り山口市や俊龍寺に要請して、雲谷

庵の土地建物一式を山口市に移管することに成功。 
      実に約百年ぶりにその快挙は実行された。 
      そして平成１２年の改修事業を経て、令和の世の雲谷庵展を迎えている。 
 
 

松田氏家系略図 
 

松田敏樹    松田稔    （二男）小倉直方 
                      （三男）松田信也   松田茂樹 
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